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●
は
じ
め
に

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
（
以
下
、
南
ア

フ
リ
カ
）
は
、
ア
フ
リ
カ
地
域
経
済
の

確
固
た
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
経
済
を

牽
引
し
て
き
た
。
一
九
九
四
年
の
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
の
廃
止
後
に
は
、
南

ア
フ
リ
カ
企
業
の
国
外
投
資
意
欲
が
増

し
、
特
に
南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
い

て
圧
倒
的
な
競
争
力
を
誇
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
世
界
銀
行
が
発
表
し
て
い
る

南
ア
フ
リ
カ
の
ジ
ニ
係
数
（
所
得
分
配

の
不
平
等
さ
を
測
る
指
標
）
は
、
〇
・

六
五
（
二
〇
一
一
年
）
で
、
依
然
世
界

で
最
も
所
得
分
配
が
不
平
等
な
国
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
騒
乱
多
発

の
警
戒
ラ
イ
ン
が
〇
・
四
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
極
め
て
不
安
定
な
社
会

で
あ
る
と
い
え
る
。
二
〇
〇
三
年
に
法

制
化
さ
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）

政
策
な
ど
の
後
押
し
も
あ
り
、
黒
人
中

間
層
が
急
速
に
増
え
て
き
て
は
い
る
が
、

障
害
者
の
多
く
は
依
然
最
貧
困
層
に
属

し
、
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
（
旧
黒
人
都
市
居

住
区
）
な
ど
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、

南
ア
フ
リ
カ
の
障
害
者
の
数
は
、
約
二

八
〇
万
人
で
、人
口
全
体
の
約
七
・
五
％

と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
一
一
月

に
は
、
国
連
障
害
者
権
利
条
約
を
批
准

し
た
。
障
害
者
法
が
制
定
さ
れ
て
い
な

い
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
こ
の
権
利
条
約

が
障
害
者
政
策
の
指
針
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
お
り
、
社
会
開
発
省
が
中
心
と
な

り
様
々
な
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
し
か
し
、
情
報
ア
ク
セ
ス
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
保
障
の
整
備
は

不
十
分
で
あ
り
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

は
山
積
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
点
字
図

書
館
、
お
よ
び
地
域
に
根
ざ
し
た
障
害

当
事
者
団
体
に
焦
点
を
当
て
、
南
ア
フ

リ
カ
の
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
課

題
と
展
望
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

●
点
字
図
書
館

東
ケ
ー
プ
州
の
グ
ラ
ハ
ム
ズ
タ
ウ
ン

に
南
ア
フ
リ
カ
点
字
図
書
館
が
あ
る
。

南
ア
フ
リ
カ
の
憲
法
（
一
六
項
表
現
の

自
由
）
お
よ
び
点
字
図
書
館
法
で
規
定

さ
れ
て
い
る
国
立
図
書
館
で
あ
る
。
グ

ラ
ハ
ム
ズ
タ
ウ
ン
は
、
一
九
世
紀
中
盤

に
開
拓
の
中
心
都
市
と
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
系
の
白
人
を
中
心
と
し
て
栄
え
た
都

市
で
、
多
く
の
教
育
機
関
や
教
会
が
集

ま
る
文
教
都
市
で
あ
る
。

点
字
図
書
館
は
、
一
九
一
九
年
の
教

会
が
催
し
た
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
勉

強
会
に
端
を
発
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
宣
教

師
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
一
〇
〇
冊
の

点
字
図
書
か
ら
始
ま
っ
た
。
点
字
図

書
館
は
、
他
の
国
立
図
書
館
と
同
様

に
、
芸
術
文
化
省
の
傘
下
に
あ
り
、
同

省
よ
り
補
助
金
を
得
て
い
る
。
補
助
金

額
は
一
三
〇
〇
万
〜
一
四
〇
〇
万
ラ
ン

ド
（
一
一
二
万
〜
一
二
〇
万
ド
ル
）
で
、

点
字
図
書
館
の
収
入
全
体
の
約
九
〇
％

を
占
め
る
（
二
〇
一
一
年
度
）。
会
員

数
は
四
〇
〇
〇
人
を
超
え
、
約
一
万
冊

の
点
字
図
書
、
約
一
万
三
〇
〇
〇
冊
の

録
音
図
書
が
あ
り
、
二
〇
一
四
年
に
は

九
五
周
年
を
迎
え
た
。
点
字
図
書
館
の

主
な
役
割
は
、
視
覚
や
読
字
に
障
害
の

あ
る
人
々
へ
の
点
字
お
よ
び
録
音
図
書

の
無
料
提
供
、
点
字
お
よ
び
録
音
図
書

に
か
か
る
基
準
作
り
や
技
術
の
研
究
と

普
及
、
な
ど
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
に

は
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
形
式
の
デ
ジ
タ
ル
録
音

図
書
の
製
作
を
始
め
、
二
〇
〇
六
年
に

は
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
方
向

転
換
を
打
ち
出
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
図
書

館
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
二
〇

〇
八
年
に
は
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
プ
レ
イ
ヤ
ー

購
入
の
た
め
の
募
金
活
動
を
行
い
、
そ

の
後
、
会
員
に
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
プ
レ
イ
ヤ

ー
の
無
料
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

点
字
図
書
館
に
よ
る
と
、
点
字
図
書

館
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
人
の
数
は
、

視
覚
や
読
字
に
障
害
の
あ
る
人
全
体
の

一
〜
二
％
と
さ
れ
て
お
り
、
対
象
者
の

拡
大
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
点

字
図
書
館
に
と
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
精
通

し
た
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ

り
、
人
材
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
、
図
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
サ
ー

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国

　

―
点
字
図
書
館
と
地
域
に
根
ざ
し
た
情
報
セ
ン
タ
ー
―
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南アフリカ共和国 ―点字図書館と地域に根ざした情報センター―

ビ
ス
の
向
上
に
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
通

信
事
情
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
図
書

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
は
、
接
続
性
や
コ

ス
ト
な
ど
外
部
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
改
善

が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
ア
フ

リ
カ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
情
は
、
回

線
容
量
が
不
足
し
て
い
る
う
え
に
高
額

で
あ
り
、
外
部
環
境
の
改
善
が
望
ま
れ

て
い
る
。

点
字
図
書
館
は
、
通
常
の
図
書
貸
出

サ
ー
ビ
ス
の
他
に
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
視
覚
障
害

児
が
通
う
学
校
へ
の
図
書
館
サ
ポ
ー
ト
、

現
地
語
の
点
字
開
発
に
対
す
る
奨
学
金

制
度
、
幼
児
用
点
字
図
書
の
製
作
、
ロ

ン
ド
ン
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
お
け
る
出
展
、

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
点
字
図
書
館
は
、

自
国
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
ア
フ
リ
カ

諸
国
に
対
し
て
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
べ
き
、
と
の
声
が
内
部
か
ら
も

挙
が
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
隣
国
ボ
ツ

ワ
ナ
共
和
国
の
国
立
図
書
館
障
害
者
サ

ー
ビ
ス
部
門
と
の
交
流
な
ど
、
域
内
の

協
力
も
始
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
更
な

る
ア
フ
リ
カ
周
辺
国
へ
の
支
援
や
協
力

が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
南
ア
フ
リ
カ
の

点
字
図
書
館
の
役
割
や
責
任
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

●
地
域
に
根
ざ
し
た
情
報
セ
ン

タ
ー

南
ア
フ
リ
カ
は
、
日
本
の
お
よ
そ

三
・
二
倍
の
面
積
を
持
ち
、
そ
の
広
大

な
国
土
は
、
障
害
者
が
施
設
型
サ
ー
ビ

ス
や
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
た
め

の
妨
げ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
い
る
。

そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
大
学
な
ど
は
通

信
教
育
の
発
展
を
目
指
し
、
前
述
の
点

字
図
書
館
は
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
転
換
を

図
っ
た
。
し
か
し
、
教
育
、
識
字
、
貧

困
等
と
の
関
係
も
あ
り
、
い
ま
だ
障
害

者
、
特
に
地
方
や
農
村
地
域
に
住
む
障

害
者
に
と
っ
て
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。
そ
し
て
、
情
報
を
持
た
な
い
こ

と
に
よ
り
、
更
な
る
貧
困
へ
と
落
ち
込

む
、
連
鎖
的
な
悪
循
環
が
起
こ
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
、
地
域
の
情
報
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な

役
割
を
担
う
、
地
域
に
根
ざ
し
た
障
害

当
事
者
団
体
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
社
会
開
発
省
で
は
、
近
年
特
に
地

方
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
障

害
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
重
点
項
目
に

掲
げ
、
州
政
府
や
郡
関
係
者
と
の
連
携

を
強
め
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
以
降
、
南
ア
フ
リ
カ
で

は
、
社
会
開
発
省
が
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
協
力
し
、
障
害
主
流

化
促
進
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
二
〇

一
二
年
一
二
月
よ
り
筆
者
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

専
門
家
と
し
て
社
会
開
発
省
に
着
任
し

た
。
活
動
の
な
か
で
は
、
社
会
や
開
発

プ
ロ
セ
ス
へ
の
障
害
者
の
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
を
目
的
に
「
障
害
の
社
会
モ
デ

ル
」
に
基
づ
い
た
障
害
主
流
化
研
修
を
、

州
や
郡
の
社
会
開
発
省
職
員
や
障
害
者

を
対
象
と
し
て
、
全
州
に
お
い
て
実
施

し
た
。
研
修
で
は
、
参
加
者
が
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
計
画
を
策
定
し
、
研
修

後
に
は
、
主
に
州
の
社
会
開
発
省
障
害

担
当
官
が
障
害
者
と
協
力
し
て
、
活
動

計
画
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
（
成
功
事
例
）
な
ど
、
具
体
的
で
実

用
的
な
ツ
ー
ル
の
開
発
を
目
指
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
も
障
害
者
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
、
お
よ
び
地
域
に
根
ざ
し

た
障
害
当
事
者
団
体
の
育
成
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
四
月
よ
り
、

自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
設
立
の
た
め
の
人

材
育
成
を
目
的
と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草

の
根
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
特
に
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
な
ど
を
通
じ
た
障
害
者
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
活
動
に
お
い
て
連
携
を
行

っ
て
い
る
。
更
に
、
周
辺
国
（
レ
ソ
ト
、

ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
ボ
ツ
ワ

ナ
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
）
よ
り
、
政
府
職
員

や
障
害
者
を
障
害
主
流
化
研
修
や
障
害

平
等
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
育
成
研
修
に

招
へ
い
す
る
な
ど
、
南
部
ア
フ
リ
カ
地

域
に
対
す
る
協
力
も
始
ま
っ
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

地
域
に
根
ざ
し
た
障
害
当
事
者
団
体

は
情
報
の
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
も

担
い
、
ま
た
、
住
民
そ
し
て
障
害
者
の

交
流
の
場
と
し
て
社
会
的
な
機
能
も
果

た
し
得
る
。
近
年
、
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、

障
害
者
法
の
制
定
を
目
指
し
、
有
識
者

会
合
が
定
期
的
に
開
か
れ
て
お
り
、
多

く
の
障
害
者
が
会
合
に
参
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
教
育
、

識
字
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
り
、
最
貧

困
層
に
属
す
る
障
害
者
の
声
が
的
確
に

届
い
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。

貧
困
に
あ
る
障
害
者
が
情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
得
て
、
発
言
の
機
会
を
得
る
こ

と
で
、
本
当
の
意
味
で
の
障
害
者
の
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
が
実
現
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
情
報
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
地
域
に
根
ざ
し
た
障
害
当

事
者
団
体
が
担
う
役
割
は
大
き
い
と
い

え
る
。

（
さ
ぎ
や　

だ
い
す
け
／
南
ア
フ
リ
カ
共

和
国
社
会
開
発
省
障
害
主
流
化
促
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
専
門
家
）




